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【
第
七
五
回
例
会　

関
敬
吾
の
口
承
文
芸
観
】

関
敬
吾
伝
説

野 

村　

敬 

子

一
、
戦
争
と
昔
話
集

関
敬
吾
は
「
東
の
ラ
イ
オ
ン
伝
説
」
渦
中
の
人
物
で
あ
っ
た
。
激
し
く
、

雄
々
し
い
、
妥
協
を
許
さ
ぬ
理
論
家
で
あ
る
と
い
う
。
そ
の
方
か
ら
逢
い

た
い
旨
の
書
状
を
頂
い
た
。
昭
和
四
十
八
年
頃
で
あ
っ
た
。
私
は
『
ど
ん

ぐ
り
と
山
猫
』
の
主
人
公
の
よ
う
な
気
持
ち
で
、
東
京
大
学
の
研
究
機
関

と
い
う
病
院
に
入
院
中
の
関
敬
吾
を
訪
ね
た
。「
東
の
ラ
イ
オ
ン
」
は
小
柄

な
方
で
あ
っ
た
。

そ
の
日
、
私
は
関
敬
吾
と
初
対
面
で
あ
っ
た
。
が
、
既
に
仕
事
の
縁
は

頂
い
て
い
た
。
師
（
臼
田
甚
五
郎
）
が
「
木
曜
会
」
仲
間
と
い
う
縁
で
、

私
は
関
敬
吾
訳
・
ア
ザ
ト
ウ
ス
キ
ー
著
「
あ
る
シ
ベ
リ
ア
の
昔
話
の
語
り

手
」
の
原
稿
清
書
を
引
き
受
け
て
い
た）

1
（

。

呼
び
出
し
は
関
敬
吾
訳
の
同
書
出
版
に
関
わ
る
用
件
か
と
出
向
い
た
が
、

全
く
の
別
件
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
の
印
象
記
は
『
国
際
化
時
代
を
視
野
に

入
れ
た
説
話
と
教
科
書
に
関
す
る
歴
史
的
研
究
』（
研
究
代
表　

石
井
正
己
）

「
第
三
部　

東
ア
ジ
ア
の
昔
話
研
究
の
歴
史
と
未
来
」
に
「
関
敬
吾
先
生
の

思
い
出
」
と
し
て
、
極
め
て
心
情
的
に
記
し
た）

2
（

。

そ
の
日
、
関
敬
吾
は
意
外
な
問
い
か
け
を
さ
れ
た
。「
貴
女
は
慰
問
袋
を

知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
と
。
勿
論
。
昭
和
十
三
年
生
ま
れ
の
少
国
民
の
私

は
認
識
し
て
い
た
。「
小
磯
国
昭
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？
」
小
磯
國
昭
は
太

平
洋
戦
争
中
の
山
形
県
人
、
新
庄
市
の
高
校
に
学
ん
だ
者
な
ら
、
誰
で
も

承
知
す
る
軍
人
で
あ
る
。
新
庄
ゆ
か
り
の
拓
務
大
臣
、
総
理
大
臣
を
務
め

た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
東
京
裁
判
中
に
病
死
、
お
墓
が
新
庄
市
西
山
に
あ

る
と
聞
い
て
い
た
。

「
そ
う
、
知
っ
て
い
ま
す
か
。
そ
れ
で
は
頼
み
や
す
い
」
と
、
そ
こ
で
私

は
思
い
が
け
な
い
頼
ま
れ
ご
と
を
引
き
受
け
る
こ
と
に
な
っ
た
。

依
頼
は
「
戦
地
か
ら
帰
還
し
た
人
か
ら
慰
問
袋
に
昔
話
集
が
入
っ
て
い

た
か
。
を
聞
き
取
っ
て
ほ
し
い
。
特
に
小
磯
国
昭
が
勧
め
た
民
族
協
和
、

日
満
同
昌
共
栄
、
満
蒙
開
拓
義
勇
軍
の
人
た
ち
か
ら
、
慰
問
袋
の
こ
と
を

聞
い
て
下
さ
い
」
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
私
が
故
郷
で
昔
話
定
位
置
観

察
を
始
め
て
、
繰
り
返
し
山
形
県
北
部
に
通
う
と
聞
い
て
の
依
頼
と
い
う
。

そ
の
時
伺
っ
た
お
話
と
同
じ
と
思
わ
れ
る
記
載
が
『
越
後
の
昔
話　

あ
っ

た
と
さ
』
の
「『
あ
っ
た
と
さ
』
の
思
い
出
」
に
残
っ
て
い
る
。
言
葉
の
正

し
さ
を
記
し
た
い
と
思
い
次
に
引
用
す
る
。

「（
昭
和
十
六
年
の
九
月
）
こ
の
本
の
一
部
は
大
陸
の
第
一
線
に
勇
戦
す

る
我
郷
土
部
隊
の
兵
隊
さ
ん
に
頒
ち
、
そ
の
ご
苦
労
を
ね
ぎ
ら
ひ
、
又
一

部
は
我
郷
土
の
療
養
所
に
病
を
養
ふ
白
衣
の
勇
士
の
方
々
に
呈
し
て
、
御

再
起
の
日
の
一
日
も
早
か
ら
ん
を
祈
る
。
と
あ
る
。
そ
う
し
て
、
北
に
南
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に
遠
く
家
郷
を
離
れ
た
方
々
か
ら
の
感
謝
の
手
紙
の
な
か
に
、
た
だ
一
つ

の
方
言
に
な
ん
と
も
言
わ
れ
ぬ
懐
か
し
い
、
嬉
し
い
胸
の
内
が
ジ
ー
ン
と

な
る
よ
う
な
気
持
ち
に
し
ば
し
ば
ひ
た
っ
た
と
い
う
言
葉
が
紹
介
さ
れ
て

い
る
。（
略
）
私
は
柳
田
先
生
の
も
と
で
『
全
国
昔
話
記
録
』
の
編
集
に
た

ず
さ
わ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
第
一
巻
を
戦
時
中
の
十
七
年
三
月
に
刊

行
し
、
祖
国
の
運
命
が
逆
賭
し
が
た
い
段
階
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
十
九
年

三
月
に
不
吉
な
数
の
第
十
三
冊
目
を
発
行
し
て
中
止
し
た
。
昔
話
集
は
戦

前
は
せ
い
ぜ
い
四
、五
百
冊
が
最
高
の
売
高
だ
と
噂
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ

が
、
出
版
用
紙
の
統
制
下
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
予
想
も
し
な
い
三
千
部
、

の
ち
に
は
五
千
部
の
用
紙
が
わ
り
あ
て
ら
れ
た
（
と
知
っ
た
）。
そ
の
理
由

は
、
私
に
は
不
可
解
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
戦
後
に
な
っ
て
、
は
じ
め
て

わ
か
っ
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
昔
話
集
が
慰
問
袋
に
い
れ
ら
れ
て
、
前

線
の
将
兵
の
と
こ
ろ
に
送
ら
れ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た）

3
（

。」

私
に
依
頼
し
た
い
こ
と
の
一
つ
は
十
三
冊
の
昔
話
を
戦
地
で
手
に
し
た

兵
士
を
探
し
て
欲
し
い
。
加
え
て
も
う
一
つ
「
満
蒙
開
拓
少
年
義
勇
軍
の

生
き
残
り
に
も
」
と
い
う
依
頼
で
あ
っ
た
。
関
敬
吾
は
柳
田
国
男
と
農
村

更
生
協
会
理
事
長
・
石
黒
忠
篤
の
依
頼
で
満
蒙
開
拓
少
年
義
勇
軍
の
慰
問

袋
作
戦
の
た
め
に
少
年
向
け
昔
話
集
の
原
稿
を
作
り
提
供
し
た
の
で
あ
る

と
い
う
。

義
勇
軍
と
は
「
国
家
に
よ
っ
て
直
接
組
織
さ
れ
る
軍
隊
で
あ
る
正
規
軍

隊
に
対
し
、
武
力
紛
争
に
際
し
て
一
般
市
民
が
戦
争
に
参
加
す
る
た
め
の

自
発
的
に
組
織
し
た
団
体
」
で
あ
る
。
義
勇
軍
の
国
際
法
上
の
地
位
が
認

め
ら
れ
た
の
は
明
治
四
十
年
の
「
ハ
ー
グ
陸
戦
条
規　

第
一
条
」
に
よ
る

定
義
が
確
立
し
て
い
る
。
そ
こ
で
は
「
一
人
の
責
任
を
負
う
指
揮
者
の
存

在
・
遠
方
か
ら
認
識
で
き
る
特
殊
な
証
票
を
身
に
着
け
て
い
る
こ
と
・
捕

虜
の
虐
待
を
し
な
い
・
捕
え
ら
れ
て
も
捕
虜
の
扱
い
を
受
け
な
い
」
な
ど

の
戦
争
の
法
規
や
慣
習
に
従
う
こ
と
が
約
束
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
軍
事
的

約
束
事
に
小
学
生
た
ち
が
組
み
込
ま
れ
た
。
昭
和
十
二
年
十
一
月
三
日
に

「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
編
成
に
か
ん
す
る
建
白
書
」が
出
さ
れ
て
い
る
。

大
蔵
公
望
満
州
移
住
協
会
理
事
長
以
下
、
石
黒
忠
篤
、
橋
本
伝
左
衛
門
、

那
須
皓
、
加
藤
完
治
、
香
取
昌
康
の
連
名
で
提
出
さ
れ
た
。
そ
れ
は
十
二

年
一
月
三
十
日
閣
議
決
定
さ
れ
て
い
る
。「
凡
そ
皇
国
の
真
の
困
難
は
外
敵

の
如
何
に
あ
ら
ず
し
て
国
民
思
想
の
健
否
に
存
す
。
政
府
の
国
民
精
神
総

動
員
を
提
唱
す
る
所
以
は
亦
之
に
外
な
ら
ざ
る
べ
し
。
然
る
に
今
日
の
国

内
情
勢
は
、
青
少
年
の
精
神
を
鍛
練
陶
冶
し
、
其
の
士
気
を
愈
々
旺
盛
な

ら
し
む
べ
き
環
境
に
乏
し
く
、
銃
後
に
お
い
て
動
も
す
べ
し
。
第
二
義
的

活
動
に
心
身
を
消
耗
せ
ん
と
す
る
実
情
に
あ
り
、
青
少
年
義
勇
軍
は
斯
か

る
危
機
を
転
じ
て
真
に
国
民
精
神
を
作
興
す
る
一
大
国
民
運
動
た
ら
ぜ
ん

ば
あ
ら
ず
」
と
満
州
行
を
「
青
少
年
一
般
に
及
ぼ
す
精
神
的
効
果
」
と
位

置
付
け
「
之
を
現
在
我
国
人
口
構
成
の
統
計
に
観
る
に
満
十
五
歳
以
上

十
八
歳
の
農
家
大
弟
大
約
壱
百
五
拾
萬
、
其
内
郷
土
を
離
れ
て
他
に
職
を

求
る
の
巳
む
な
き
も
の
大
約
七
拾
萬
を
最
す
」
憂
慮
を
満
州
開
拓
に
向
け

て
解
決
す
る
「
銃
後
報
国
」
の
筋
道
が
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。

第
一
次
二
二
、〇
四
三
名
、
第
二
次
八
、六
六
五
名
、
第
三
次

一
二
、〇
九
一
名
、
第
四
次
一
二
、五
七
九
名
、
第
五
次
一
一
、七
九
五
名
、



191

第
六
次
一
〇
、六
五
八
名
、
第
七
次
七
、七
九
九
名
、
第
八
次
三
、八
四
八
名
。

総
計
八
九
、四
七
八
名
が
応
募
し
て
満
州
に
わ
た
っ
た
。

満
州
問
題
に
深
く
関
わ
る
石
黒
忠
篤
農
村
更
生
協
会
理
事
長
は
柳
田
国

男
の
郷
土
研
究
会
以
来
の
親
友
で
あ
っ
た
。
柳
田
国
男
が
「
民
間
伝
承
の

会
」
顧
問
に
と
名
前
を
あ
げ
て
深
く
関
わ
っ
た
人
物
と
知
ら
れ
る
。
そ
れ

ら
の
状
況
下
、
軍
隊
に
加
え
て
満
州
向
き
の
昔
話
を
と
求
め
ら
れ
、
関
敬

吾
は
原
稿
を
作
っ
て
渡
し
た
。
そ
こ
に
は
断
れ
な
い
、
時
の
風
が
吹
い
て

い
た
。
世
に
銃
後
慰
問
袋
作
戦
が
あ
っ
た
。

満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
に
は
特
に
、
慰
問
袋
作
戦
が
展
開
し
て
い
た
。

子
供
た
ち
が
慰
問
袋
で
慰
め
ら
れ
る
と
、
国
を
挙
げ
て
慰
問
袋
を
作
り
送

り
出
す
機
運
が
あ
っ
た
。
新
橋
芸
者
た
ち
の
慰
問
袋
を
出
す
姿
が
新
聞
に

写
真
入
り
で
報
道
さ
れ
た
。
関
敬
吾
の
昔
話
集
は
東
北
、
信
州
、
広
島
の

昔
話
を
中
心
に
す
る
よ
う
に
と
配
慮
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
地
方
か
ら

の
子
供
た
ち
が
多
く
出
征
し
た
か
ら
で
あ
っ
た
。
石
原
莞
爾
、
満
州
浪
人

大
川
周
明
も
い
る
山
形
地
方
は
特
に
満
州
熱
の
高
い
土
地
柄
で
あ
っ
た
。

そ
の
山
形
県
で
は
、
私
の
故
郷
・
真
室
川
の
昔
話
（
鮭
延
瑞
鳳
の
「
昔
話

研
究
」
投
稿
）
も
そ
の
集
に
入
っ
て
い
た
と
知
る
。

二
、
戦
中
の
関
敬
吾

病
床
の
碩
学
か
ら
意
外
な
依
頼
を
受
け
て
か
ら
、
私
は
山
形
県
北
採
訪

に
は
必
ず
帰
還
兵
た
ち
の
話
し
を
聴
い
た
。
が
、
昔
話
集
を
見
た
と
い
う

人
に
は
逢
う
こ
と
が
無
か
っ
た
。
帰
還
し
た
人
物
は
言
っ
た
。

「
我
々
は
騙
さ
れ
た
。
大
騒
ぎ
で
送
り
出
し
て
お
き
な
が
ら
全
く
知
ら
ぬ

ふ
り
。
手
紙
は
一
本
も
来
な
い
。
兵
隊
さ
ん
に
慰
問
袋
は
来
る
が
我
々
に

は
来
な
い
。
送
ら
れ
る
時
は
全
く
兵
隊
と
同
じ
で
あ
っ
た
。
何
も
話
す
こ

と
は
無
い
。
特
に
リ
ン
チ
事
件
な
ど
も
あ
り
、
多
く
の
同
胞
が
死
ん
だ
。

も
う
忘
れ
た
い
。
話
す
こ
と
は
無
い
。」
と
口
を
つ
ぐ
ん
だ
。
縁
を
頼
っ
て

尋
ね
た
先
に
は
仏
壇
に
満
州
帽
を
被
っ
た
少
年
の
遺
影
が
あ
っ
た
。
多
く

の
命
と
未
来
が
満
蒙
政
策
に
潰
え
た
こ
と
を
追
認
さ
せ
ら
れ
た
。
他
の
帰

還
兵
の
ほ
と
ん
ど
は
無
言
で
あ
っ
た
。

私
は
致
し
方
な
く
、
報
告
の
た
め
に
身
近
な
人
か
ら
、
無
理
に
聞
い
た

話
も
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
関
敬
吾
が
強
く
反
応
し
た
も
の
は
所
謂
「
兵
隊

話
」
で
あ
っ
た
。
中
国
か
ら
フ
ィ
リ
ピ
ン
に
わ
た
り
九
死
に
一
生
と
い
う

高
橋
寿
雄
・
通
称
ト
シ
さ
ん
は
私
の
生
家
で
番
頭
を
し
て
い
た
。「
兵
隊
話
」

の
達
人
で
あ
っ
た
。
関
敬
吾
作
成
の
昔
話
集
は
部
隊
に
来
な
か
っ
た
が
、

兵
隊
た
ち
は
中
国
で
よ
く
話
を
し
て
い
た
と
い
う
。

「
歩
哨
に
立
つ
晩
に
は
変
わ
り
ば
ん
こ
に
ス
ト
ー
ブ
に
火
ど
っ
て
、
暖
を

と
っ
た
が
、
そ
の
時
が
怪
談
の
時
だ
っ
た
。
死
ん
だ
筈
の
戦
友
が
ス
ト
ー

ブ
に
毎
晩
あ
た
り
に
き
た
。
腕
を
失
っ
た
兵
士
も
一
緒
に
な
っ
た
が
、
毎

晩
寝
る
と
腕
の
痛
み
で
苦
し
ん
で
い
た
。
め
ざ
め
て
腕
が
無
い
こ
と
に
気

付
く
。
亡
霊
痛
と
い
う
の
だ
そ
う
だ
。
亡
霊
や
姑
獲
鳥
の
は
な
し
。「
こ
ん

な
晩
」
も
あ
っ
た
。
憎
い
上
等
兵
に
飯
上
当
番
に
な
っ
た
時
、
頭
を
掻
い

て
フ
ケ
を
入
れ
て
フ
ケ
飯
に
し
て
食
わ
せ
た
。た
い
て
い
気
分
が
悪
く
な
っ

て
吐
い
た
り
し
た
も
の
だ
。
そ
の
上
等
兵
は
進
軍
し
た
先
で
亭
主
の
前
で

妻
を
犯
す
自
慢
話
を
し
た
。
凍
傷
で
足
を
切
っ
た
軍
人
は
相
模
原
陸
軍
病
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院
に
送
ら
れ
た
。
凍
傷
に
な
っ
て
内
地
に
帰
り
た
く
て
外
に
出
て
、
全
身

が
凍
っ
て
死
ん
だ
者
も
い
た
。」

身
近
な
話
者
の
不
毛
な
「
兵
隊
話
」
を
聴
い
て
書
き
留
め
て
持
参
し
た

が
、
関
敬
吾
は
実
に
熱
心
に
聞
い
た
。
そ
し
て
そ
の
類
話
を
捜
す
よ
う
に

と
、
ご
指
導
下
さ
っ
た
。「
世
の
中
に
た
っ
た
一
つ
と
い
う
話
は
少
な
い
。

そ
う
し
た
資
料
に
は
注
意
し
な
さ
い
。
例
え
ば
佐
々
木
喜
善
の
昔
話
の
よ

う
な
」
と
。「
兵
隊
話
」
中
に
は
「
関
・
昔
話
カ
ー
ド
」
に
対
応
す
る
も
の

が
あ
っ
た
ら
し
い
。

後
年
、
私
は
「
ま
す
ら
た
け
お
の
昔
話
）
4
（

」
を
書
く
こ
と
に
な
り
、
夫
の

前
で
妻
を
犯
す
話
は
「
カ
タ
ー
サ
リ
ッ
ト
・
サ
ー
ガ
ラ
」
や
ソ
ロ
モ
ン
の

譬
え
話
、『
今
昔
物
語
』
巻
二
十
九
第
二
十
三
、
ま
た
大
岡
昇
平
『
俘
虜
記
』

に
も
上
官
の
自
慢
話
に
同
系
の
話
の
存
在
を
知
る
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
外

国
類
話
を
知
る
上
で
関
敬
吾
の
広
く
深
い
世
界
に
想
い
が
及
ぶ
と
こ
ろ
で

あ
っ
た
。
或
る
日
、「
兵
隊
話
」
に
「
姑
獲
鳥
」
と
「
こ
ん
な
晩
」
が
含
ま

れ
て
い
た
の
で
、
山
東
京
伝
『
安
積
沼
後
日
仇
討
』
や
夏
目
漱
石
『
夢
十

夜
』
に
類
話
を
探
し
て
持
参
し
た
。「
国
文
資
料
に
あ
り
ま
し
た
か
。
そ
う

で
す
か
。
日
本
文
学
は
難
し
い
。
殺
す
話
は
よ
ほ
ど
注
意
深
く
し
な
い
と
」

と
、
即
、
カ
ー
ド
記
入
を
さ
れ
た
。

令
和
元
年
、
劇
映
画
「
ア
ル
キ
メ
デ
ス
の
大
戦
」
が
公
開
さ
れ
た
。
こ

の
主
人
公
・
山
本
五
十
六
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
兵
隊
話
」
に
折
り
込
ま
れ

て
い
る
。
柳
田
国
男
は
「
山
本
五
十
六
が
戦
陣
で
越
後
の
昔
話
集
を
喜
ん

だ
と
い
う
話
を
知
っ
て
、
慰
問
袋
戦
術
を
思
い
つ
い
た
」
と
関
敬
吾
は
考

え
て
い
た
。「
新
潟
県
中
頸
城
出
身
の
黒
崎
林
蔵
海
軍
大
佐
に
山
本
五
十
六

連
合
艦
隊
司
令
長
官
に
伺
候
せ
し
折
、
こ
ん
な
面
白
い
本
が
贈
ら
れ
た
が

読
ま
な
い
か
ね
」
と
。
こ
れ
も
五
十
六
エ
ピ
ソ
ー
ド
・「
兵
隊
話
」
の
一
つ

か
も
知
れ
な
い
が
、
柳
田
国
男
を
強
く
動
か
し
た
伝
聞
に
違
い
な
い
。「
戦

時
下
に
あ
っ
て
は
一
切
の
物
資
が
統
制
下
に
置
か
れ
て
い
た
。
出
版
物
も

ま
た
戦
争
遂
行
の
緊
急
度
に
応
じ
て
用
紙
は
割
り
当
て
ら
れ
た
。
誰
が
考

え
て
も
昔
話
な
ど
は
閑
文
学
で
あ
る
。
平
和
時
で
も
昔
話
は
五
、六
百
部
売

れ
た
ら
最
高
で
あ
る
と
噂
さ
れ
て
い
た
。」
と
、『
島
原
半
島
昔
話
』
の
「
編

者
ノ
ー
ト
」
に
「
戦
後
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
小
冊
子
が
三
千
部
、

後
の
版
は
五
千
部
の
紙
が
配
給
さ
れ
て
い
る
。（
略
）
こ
れ
が
慰
問
袋
に
入

れ
ら
れ
て
前
線
の
将
兵
の
も
と
に
送
ら
れ
て
い
た）

5
（

」
と
記
し
、
最
初
三
千

部
か
ら
満
蒙
を
含
ん
で
昭
和
十
九
年
五
千
部
の
出
版
用
紙
を
割
り
当
て
ら

れ
た
背
景
に
、
山
本
五
十
六
の
話
が
あ
っ
た
の
で
は
と
、
戦
後
に
な
っ
て

想
い
至
っ
た
と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
昔
話
集
を
編
ん
だ
時
代
の
関
敬
吾
は
、
そ
の
人
生
を
柳
田
国
男

に
預
け
て
い
た
、
と
私
に
は
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
私
の
手
元
に
は
関
敬

吾
自
筆
の
「
履
歴
書
」
が
あ
る
（
名
著
出
版
関
敬
吾
関
係
の
仕
事
を
手
伝
っ

て
い
る
時
に
頂
い
た
記
憶
が
あ
る
が
、
遠
野
図
書
館
に
も
同
じ
よ
う
な
開

示
書
類
が
あ
っ
た
の
で
こ
こ
に
示
す
）。

昭
和
十
八
年
に
東
京
帝
国
大
学
図
書
館
司
書
を
退
職
し
、
叙
勲
八
等
綬

瑞
宝
章
。
文
部
省
民
族
研
究
所
嘱
託
と
し
て
働
い
て
い
る
。
一
方
で
、
日

本
放
送
協
会
嘱
託
で
「
日
本
昔
話
名
彙
」「
日
本
伝
説
名
彙
」
の
編
纂
の
た

め
の
基
礎
的
な
仕
事
。
資
料
収
集
と
カ
ー
ド
作
成
の
陣
頭
指
揮
に
あ
た
っ
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た
。
カ
ー
ド
作
成
に
は
戦
争
で
出
征
の
男
性
た
ち
に
代
っ
て
、「
女
の
会
」

の
柳
田
門
下
生
が
あ
た
っ
た
。
一
方
、
昭
和
十
八
年
に
関
敬
吾
は
「
東
方

民
俗
研
究
會
」
に
所
属
し
て
も
い
る
。
所
属
は
「
東
京
、
民
間
伝
承
の
会
」

と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
顧
問
は
「
周
作
人
、
坂
本
龍
起
、
永
井
潜
、
柳
田

国
男
、
折
口
信
夫
」「
役
員　

会
長　

別
所
孝
太
郎
」
と
あ
る
。
会
員
は

五
十
五
名
。
関
敬
吾
の
名
前
は
五
十
四
番
目
に
記
さ
れ
て
い
る
。
事
務
所

を
当
分
北
京
市
東
昌
胡
同
一
號
東
方
文
化
聡
委
會
内
に
置
く
」
と
あ
る
。

そ
の
会
則
趣
旨
に
は
「
今
ヤ
東
亜
新
秩
序
建
設
カ
新
シ
キ
段
階
ニ
達
シ

将
二
一
大
飛
躍
ヲ
遂
ケ
ン
ト
ス
ル
秋
ニ
當
リ
、
文
化
建
設
ノ
基
礎
要
件
タ

ル
中
華
民
國
ヲ
中
心
ト
セ
ル
東
亜
諸
国
民
族
ノ
言
語
、
習
俗
ノ
科
学
的
調

査
研
究
ノ
緊
要
ナ
ル
コ
ト
ハ
言
ヲ
俟
タ
ス
」
と
あ
る
。
直
江
廣
治
、
澤
田

瑞
穂
が
幹
事
に
名
を
連
ね
、
國
學
院
大
學
の
藤
野
岩
友
、
新
京
建
国
大
学

の
大
間
知
篤
三
も
参
加
し
て
い
る
。
戦
後
に
民
俗
学
を
学
ん
だ
私
に
は
学

問
の
通
り
ぬ
け
た
時
代
観
を
見
落
と
し
が
ち
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
ボ
ー
イ

で
あ
っ
た
と
記
す
関
敬
吾
の
戦
中
に
も
、
重
い
時
代
を
生
き
た
足
跡
を
忘

れ
て
は
な
ら
な
い
。

関
敬
吾
は
そ
の
後
よ
り
大
き
な
「
財
団
法
人　

日
本
文
化
中
央
聯
盟
」

に
嘱
託
と
し
て
所
属
し
て
い
る
。
こ
こ
で
の
仕
事
は
満
鉄
が
収
集
し
た
膨

大
な
世
界
資
料
を
整
理
、
読
み
解
く
こ
と
で
あ
っ
た
。
柳
田
国
男
の
指
示

に
よ
っ
て
の
移
動
で
あ
っ
た
と
い
う
が
、
柳
田
国
男
と
親
し
い
貴
族
院
議

員
、
国
緯
會
の
松
本
学
の
強
い
求
め
が
あ
っ
た
そ
う
で
あ
る
。
関
敬
吾
の

戦
中
は
、
誠
に
柳
田
国
男
の
存
在
抜
き
で
は
考
え
ら
れ
な
い
濃
い
戦
時
が

あ
る
。
こ
の
関
わ
り
の
深
さ
は
何
で
あ
ろ
う
。
戦
後
も
ま
た
関
敬
吾
の
歩

き
方
に
、
柳
田
国
男
の
強
い
関
わ
り
が
纏
綿
す
る
。
柳
田
国
男
推
薦
で
、

関
敬
吾
は
敗
戦
後
も
忙
し
い
。
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の
日
本
社
会
調
査
に
「
聯
合
軍
民

間
情
報
教
育
局
輿
論
及
社
会
調
査
部
学
術
顧
問
」
に
な
りH

・passin

た

ち
と
農
山
村
漁
村
社
会
経
済
調
査
に
従
事
、
そ
の
後
沖
縄
調
査
の
学
術
顧

問
に
就
い
て
い
る
。「『
日
本
民
俗
学
入
門
』
の
思
い
出）

6
（

」
に
関
本
人
が
記

し
て
い
る
の
で
参
考
に
さ
れ
た
い
。

三
、
孤
高
の
ラ
イ
オ
ン

関
敬
吾
は
語
っ
て
い
る
。

「
昭
和
二
四
年
学
会
理
事
に
推
挙
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年
二
五
年
九
月
三
十

日
に
日
本
大
学
で
行
わ
れ
る
「
日
本
民
俗
学
会
第
二
回
年
会
」
の
講
演
を

引
き
受
け
ま
し
た
。「
日
本
民
俗
学
の
根
本
問
題
」
と
題
し
て
考
え
を
述
べ

た
。
そ
の
内
容
に
は
「
民
族
学
の
中
の
一
国
民
族
学
と
し
て
の
民
俗
学
」

を
想
定
し
、
満
鉄
東
亜
経
済
研
究
所
が
集
め
た
ア
ジ
ア
資
料
の
活
用
、
蔵

書
二
万
三
〇
〇
点
は
福
島
市
に
疎
開
さ
せ
て
、
戦
後
国
会
図
書
館
に
譲
渡

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ら
は
英
、
仏
、
米
、
蘭
な
ど
の
植
民
地
支
配
も
如
実

に
わ
か
る
も
の
で
あ
る
。
加
え
て
戦
後
調
査
の
ア
メ
リ
カ
が
統
計
や
ア
ン

ケ
ー
ト
を
駆
使
し
て
す
る
調
査
方
法
、
民
俗
社
会
の
問
題
な
ど
も
調
査
研

究
に
取
り
入
れ
た
ら
よ
い
の
で
は
。
単
に
調
査
資
料
を
並
べ
る
だ
け
で
は

〜
。
石
田
英
一
郎
君
が
扱
っ
て
い
る
「
民
俗
社
会
」
と
民
族
・
種
族
」
の

見
地
を
取
り
込
も
う
で
は
な
い
か
。
と
、
言
っ
た
時
で
す
。
柳
田
先
生
が

『
そ
ん
な
こ
と
を
外
で
言
っ
て
も
ら
っ
て
は
困
る
。
君
。
言
う
こ
と
に
も
ほ
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ど
が
あ
る
。
止
め
給
え
』
と
、
そ
の
先
を
遮
り
ま
し
た
。
先
生
は
方
法
論

に
つ
い
て
は
言
わ
な
い
。
東
洋
人
の
考
え
方
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
の
考
え
方

の
違
い
を
知
っ
て
居
ら
れ
た
。
東
洋
人
の
直
観
に
よ
る
考
え
方
。
理
論
的

に
詰
め
て
行
く
の
で
は
な
く
、
直
観
力
で
帰
納
的
に
論
じ
て
い
く
の
で
す
。

僕
が
そ
れ
に
碍
る
こ
と
を
言
っ
た
ん
で
す）

7
（

。」

関
敬
吾
の
こ
の
言
葉
は
遠
野
博
物
館
所
蔵「
後
藤
総
一
郎
と
の
対
話
テ
ー

プ
抜
き
原
稿
」
か
ら
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
私
は
同
じ
言
葉
を
幾
度
か
聞

い
て
い
た
。
こ
の
と
き
の
緊
張
し
た
学
会
の
様
子
を
岡
田
照
子
（
女
性
民

俗
研
究
会
会
員
）
か
ら
も
聞
い
て
い
る
。
会
場
は
硬
直
し
て
、
誰
も
が
緊

張
の
極
限
に
い
た
。
身
動
き
で
き
な
い
緊
張
感
で
あ
っ
た
。
と
彼
女
は
伝

え
て
い
る
。
今
で
言
う
な
ら
ば
「
本
音
と
建
て
前
。
空
気
を
読
み
な
さ
い
」

と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
が
、
柳
田
国
男
の
命
令
の
ま
ま
所
属
を
変
え
、

そ
れ
を
信
じ
て
全
う
に
生
き
た
関
敬
吾
に
と
っ
て
、
師
の
言
葉
は
想
定
外

に
違
い
な
か
っ
た
。
侵
略
戦
中
、
独
逸
語
訳
の
「
シ
ッ
デ
ィ
ク
ー
ル
」
を

柳
田
国
男
に
翻
訳
を
勧
め
ら
れ
た
仕
事
か
ら
、
よ
も
や
ア
ジ
ア
資
料
を
黙

殺
す
る
な
ど
考
え
が
及
な
か
っ
た
。
加
え
て
敗
戦
後
も
迷
う
こ
と
な
く
戦

勝
国
の
調
査
に
、
師
・
柳
田
国
男
に
従
っ
た
。
今
こ
そ
、
そ
れ
を
活
か
し

て
研
究
が
出
来
る
と
考
え
る
全
う
さ
に
、
私
は
そ
の
話
を
思
い
出
す
度
に

胸
が
熱
く
な
る
。

特
に
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は
、
島
根
県
の
山
林
王
の
山
林
調
査
を
し
て
い

た
昭
和
二
十
五
年
に
、
G
H
Q
か
ら
突
然
命
令
が
下
っ
て
全
て
の
調
査
は

終
了
と
な
っ
た
。
そ
の
時
、
関
敬
吾
は
ア
メ
リ
カ
の
日
本
に
対
す
る
本
当

の
統
治
政
策
の
変
化
を
見
て
と
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
調
査
終
了
で
ア
メ
リ

カ
は
日
本
体
質
の
主
要
な
一
部
分
を
温
存
・
例
え
ば
山
林
王
の
よ
う
な
、

大
き
な
意
味
で
は
天
皇
制
の
国
家
体
制
を
温
存
し
て
、
そ
の
動
線
力
学
を

G
H
Q
が
担
う
管
理
を
考
え
た
と
、
調
査
資
料
結
論
の
動
線
を
読
み
取
っ

た
と
私
は
考
え
て
い
る
。

G
H
Q
の
バ
ー
コ
フ
と
い
う
人
物
か
ら
「「
キ
ン
グ
」
改
め
「
富
士
」

誌
を
廃
刊
に
し
た
ら
ど
う
か
？
」
と
い
う
諮
問
が
あ
っ
た
。
当
時
の
百
万

部
雑
誌
で
あ
っ
た
。
都
会
に
読
者
が
多
い
が
食
糧
難
で
米
・
農
業
の
テ
ー

マ
が
扱
わ
れ
る
。
関
敬
吾
の
答
え
は
ふ
る
っ
て
い
た
。「
世
界
か
ら
日
本
人

の
農
業
を
考
え
る
雑
誌
。
米
を
作
る
人
と
食
べ
る
人
が
同
じ
よ
う
に
米
を

だ
い
じ
に
す
る
。
拝
ん
で
米
を
作
り
、
拝
ん
で
食
べ
る
の
が
日
本
の
米
だ
」

と
答
え
た
。
相
手
は
「
解
っ
た
」
と
言
っ
た
と
か
。
関
敬
吾
と
い
う
人
物

が
民
俗
と
民
族
の
学
問
の
徒
で
あ
る
と
理
解
で
き
る
。
学
問
の
壁
を
超
え

て
い
く
時
機
到
来
を
大
き
な
意
味
で
感
じ
取
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
。
学

問
に
「
も
し
か
」
は
あ
り
得
な
い
が
、
戦
争
中
の
資
料
の
活
性
利
用
が
叶

え
ら
れ
た
ら
と
、
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う
か
。

敗
戦
後
処
理
を
巡
る
学
問
の
問
題
）
8
（

と
し
て
、
柳
田
国
男
の
逆
鱗
問
題
を

考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

民
俗
学
会
で
の
関
敬
吾
講
演
は
記
録
さ
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
が
、
こ

の
言
葉
に
は
戦
中
戦
後
の
柳
田
国
男
の
指
示
・
命
令
抜
き
に
は
考
え
ら
れ

な
い
関
敬
吾
の
生
き
ざ
ま
を
映
し
だ
し
て
い
る
。
そ
の
言
葉
の
純
粋
さ
に

関
敬
吾
の
柳
田
国
男
へ
の
尊
敬
の
深
さ
、
純
粋
さ
、
師
の
志
向
す
る
研
究

に
つ
い
て
の
信
頼
、
子
供
の
如
き
無
垢
、
迷
い
の
無
さ
が
表
出
し
て
い
る
。



195

戦
争
中
の
日
本
国
が
中
国
や
ア
ジ
ア
に
向
け
た
植
民
地
政
策
に
お
け
る

東
亜
研
究
に
関
わ
っ
た
研
究
者
た
る
生
き
方
、
ま
た
敗
戦
後
に
柳
田
国
男

の
推
薦
で
つ
と
め
た
「
連
合
軍
民
間
情
報
教
育
局
（
C
I
E
）
輿
論
及
社

会
調
査
部
学
術
顧
問
」
と
し
て
、
長
期
間
在
籍
し
、
ア
メ
リ
カ
流
の
方
法

論
を
学
び
、
農
地
解
放
な
ど
の
基
礎
資
料
作
成
に
つ
き
あ
っ
た
。
山
林
解

放
の
た
め
の
基
礎
調
査
は
朝
鮮
戦
争
勃
発
に
よ
っ
て
中
断
し
た
が
、
そ
の

時
、
島
根
の
山
林
調
査
を
し
て
い
た
が
、
気
が
付
け
ば
継
続
調
査
を
し
て

い
る
日
本
人
は
関
敬
吾
独
り
で
あ
っ
た
と
い
う
。
関
敬
吾
に
と
っ
て
日
本

と
全
く
違
う
ア
メ
リ
カ
の
調
査
方
法
を
知
る
こ
と
は
、
戦
争
の
勝
敗
と
は

別
の
も
の
で
あ
っ
た
。
戦
中
戦
後
の
研
究
成
果
を
活
力
的
に
使
っ
て
、
新

し
い
日
本
の
新
し
い
民
俗
学
研
究
を
志
向
す
る
関
敬
吾
の
講
演
は
「
関
敬

吾
と
い
う
生
き
方
そ
の
も
の
」
で
あ
っ
た
と
気
付
か
せ
ら
れ
る
。
即
ち
、

如
何
な
る
状
況
で
も
研
究
を
し
、
研
究
を
思
想
と
し
、
時
代
の
闇
に
葬
ら

な
い
潔
さ
、
貪
欲
な
戦
中
戦
後
の
日
本
人
の
研
究
を
追
求
す
る
姿
が
あ
る
。

そ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
の
無
い
柳
田
国
男
を
「
先
生
の
逆
鱗
に
ふ
れ
て

し
ま
っ
た
」
と
い
う
言
葉
で
振
り
返
る
。

こ
の
日
か
ら
関
敬
吾
は
ラ
イ
オ
ン
に
な
っ
た
。
そ
の
後
「
木
曜
会
」
に

行
く
と
粛
清
さ
れ
る
立
場
に
な
っ
た
と
い
う
。
柳
田
国
男
は
無
言
。
周
り

の
会
員
が
集
中
し
て
質
問
す
る
。
柳
田
国
男
は
じ
い
っ
と
聞
い
て
い
る
。

後
藤
総
一
郎
は
重
ね
て
問
う
て
い
る
。

「
昭
和
三
十
年
の
『
民
話
』
で
す
か
、
柳
田
先
生
は
民
話
と
い
う
こ
と
ば

を
使
う
こ
と
を
怒
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
あ
れ
は
ど
う
い
う
こ
と
な
ん
で
す

か
。」

「
も
と
も
と
、
先
生
か
ら
直
接
そ
う
い
う
こ
と
ば
を
聞
い
た
わ
け
じ
ゃ
な

い
ん
で
す
。
虎
の
威
を
借
り
る
民
俗
学
者
の
二
、三
の
エ
ピ
ゴ
ー
ネ
ン
が
学

会
の
機
関
紙
で
批
判
し
た
ん
で
す
ね
。
お
そ
ら
く
木
曜
会
あ
た
り
で
、
柳

田
先
生
の
そ
う
い
う
意
味
で
の
批
評
が
あ
っ
た
ん
で
し
ょ
う
。
あ
る
男
は

『
民
話
』
が
出
た
時
は
え
ら
く
ほ
め
て
い
た
ん
で
す
が
、
あ
と
で
彼
ら
は
逆

の
こ
と
を
言
っ
て
い
ま
し
た
。」「
井
之
口
章
次
君
の
批
評
の
な
か
で
は
昔

話
は
神
話
か
ら
分
れ
て
き
た
と
説
明
し
て
い
る
ん
で
す
」

井
之
口
章
次
が
『
日
本
民
俗
学
』
第
3
巻
第
1
号
に
「
関
敬
吾
著
『
民

話
』
書
誌
紹
介
」
を
し
て
い
る
。
が
、
そ
れ
に
対
し
て
の
著
者
の
激
し
い

反
論
は
「
東
の
ラ
イ
オ
ン
伝
説
」
関
敬
吾
の
存
在
感
を
際
立
た
せ
た
。
反

論
の
内
実
に
は
次
の
よ
う
な
心
境
を
読
み
取
る
こ
と
に
な
ろ
う
。

「
た
ま
た
ま
あ
る
書
肆
か
ら
頼
ま
れ
て
昔
話
に
関
す
る
本
を
書
い
た
。
そ

の
前
に
一
冊
『
昔
話
』
と
い
う
本
を
書
い
て
い
た
の
で
、
そ
れ
で
『
民
話
』

（
一
九
三
〇
）
と
い
う
書
名
に
し
た
。
是
が
民
俗
学
会
の
若
年
寄
た
ち
の
気

に
入
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。（
略
）
彼
ら
の
興
味
は
昔
話
や
民
話
の
内
容
や

本
質
そ
の
研
究
方
法
や
理
論
に
あ
る
の
で
は
な
く
徹
頭
徹
尾
言
葉
そ
の
も

の
に
あ
る
。
現
在
、
民
俗
学
は
単
に
わ
れ
わ
れ
自
身
の
文
化
の
過
去
お
よ

び
現
在
の
諸
形
式
と
そ
の
変
化
を
認
識
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
こ
れ
と
な

ら
ん
で
多
民
族
と
そ
の
精
神
的
素
質
、
文
化
の
特
徴
と
生
成
を
待
蕪
こ
と

が
要
求
さ
れ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
い
っ
さ
い
の
人
間
に
共
通
し
、
そ
の
結

合
の
紐
帯
を
知
る
時
、
そ
こ
に
初
め
て
自
他
の
社
会
文
化
の
区
別
が
成
立

し
、
そ
の
原
因
に
も
と
ず
い
て
、
自
民
族
文
化
の
特
徴
を
明
確
に
す
る
こ
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と
が
で
き
る
。（
略
）
烏
賊
の
干
し
た
の
を
決
し
て
鰑
と
い
っ
て
は
な
ら
ぬ
。」

　

毒
舌
ラ
イ
オ
ン
の
思
想
に
と
っ
て
、「
民
話
」
に
お
け
る
言
葉
狩
り
的
な

感
情
論
は
論
ず
る
に
足
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
晩
年
で
あ
っ
た
が
、
依
頼
さ
れ
た
本
を
持
っ
て
駒
澤
大
学
の
大

学
院
生
の
女
性
と
共
に
関
家
を
訪
問
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
駒
澤
大
学
の

桜
井
徳
太
郎
ゼ
ミ
の
院
生
で
あ
っ
た
が
、『
民
話
』
に
関
わ
る
荒
寥
た
る
記

憶
が
甦
っ
た
ら
し
く
、「
東
の
ラ
イ
オ
ン
」
ら
し
い
激
し
た
物
言
い
を
し
て

い
た
。
同
行
し
た
女
性
は
涙
ぐ
ん
で
聞
く
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

関
敬
吾
唯
一
の
弟
子
・
野
口
武
徳
の
指
摘
す
る
よ
う
に
「
柳
田
に
対
し

て
直
接
学
問
上
の
理
論
的
抵
抗
を
し
、
柳
田
を
批
判
す
る
者
が
学
界
の
内

部
に
い
な
か
っ
た
。」「
日
本
民
俗
学
の
親
で
あ
り
創
始
者
で
あ
る
柳
田
に

対
す
る
抵
抗
あ
る
い
は
批
判
、
の
み
な
ら
ず
学
会
の
会
員
相
互
の
間
に
す

ら
、
論
争
あ
る
い
は
批
判
ら
し
い
批
判
と
い
う
も
の
は
な
か
っ
た）

9
（

」
状
況

に
お
い
て
、
昭
和
二
十
四
年
の
関
敬
吾
「
和
歌
森
太
郎
の
所
論
に
関
係
し

て
」
の
「
民
俗
学
方
法
の
問
題
）
10
（

」
に
お
け
る
堂
々
た
る
批
判
は
見
逃
し
難

い
。
講
演
で
の
柳
田
国
男
の
逆
鱗
問
題
以
来
、
関
敬
吾
は
「
木
曜
会
」
を

離
れ
た
。
し
か
し
、
昭
和
三
十
三
年
の
『
講
座
社
会
学
』
の
「
民
俗
学
―

歴
史
・
課
題
・
方
法
―
」
を
も
っ
て
、
優
れ
た
語
学
力
で
、
民
俗
学
に
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
と
対
応
す
る
学
へ
の
窓
を
開
い
て
行
っ
た
。
ラ
イ
オ
ン
の
ラ
イ
オ

ン
た
る
業
績
で
あ
る
。
そ
れ
は
柳
田
国
男
の
昔
話
研
究
と
は
一
線
を
画
す

る
「
昔
話
の
社
会
性
」
を
研
究
し
た
先
駆
者
と
し
て
の
関
敬
吾
の
存
在
感

を
読
み
取
る
磁
場
に
違
い
な
い
。

歯
に
衣
着
せ
ぬ
物
言
い
は
「
若
年
寄
」「
烏
賊
」
の
言
葉
に
も
表
れ
て
い

る
が
、
池
田
弘
子
の
『
日
本
昔
話
集
成
』
の
無
断
英
訳
事
件
に
も
明
示
さ

れ
る
。
誠
に
「
ラ
イ
オ
ン
伝
説
」
が
甦
っ
て
い
る
。『
関
敬
吾
著
作
集
８
』

「
民
俗
資
料
の
問
題
」
に
そ
の
折
の
心
情
や
フ
イ
ル
ム
を
通
し
て
読
み
に
く

い
文
字
確
認
を
し
た
様
子
な
ど
経
緯
が
記
さ
れ
る
。

「
ド
イ
ツ
の
友
人
か
ら
君
の
著
作
の
ア
ブ
ス
ト
ラ
ク
ト
が
Ｆ
Ｆ
Ｃ
の
一
冊

と
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
知
っ
て
い
る
か
」
と
い
う
手
紙
を
受
け
取
っ

た
。」
自
分
に
断
わ
り
も
無
く
英
訳
し
て
博
士
論
文
に
す
る
池
田
弘
子
に
向

け
た
激
し
い
叱
正
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
九
州
の
漁
村
で
は
カ
ン
ダ
ラ
と
い

う
慣
習
が
あ
る
。
漁
獲
物
は
す
べ
て
竜
宮
様
の
も
の
だ
か
ら
と
、
魚
を
く

す
ね
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
い
っ
た
ん
計
算
し
て
記
帳
し
た
ら
、
い

か
に
カ
ン
ダ
ラ
の
常
習
犯
と
い
え
ど
も
と
ら
な
い
。
そ
れ
を
敢
え
て
す
れ

ば
泥
棒
で
あ
る
。
文
章
問
題
で
言
え
ば
剽
窃
で
あ
ろ
う
。
こ
の
（
池
田
の
）

事
件
は
カ
ン
ダ
ラ
に
よ
く
似
て
い
る
。
こ
の
フ
ラ
ウ
・
ド
ク
タ
ー
の
所
有

観
は
カ
ン
ダ
ラ
常
習
犯
以
下
で
あ
る）

11
（

。」

誠
に
手
厳
し
い
。
先
頃
、
ハ
ワ
イ
州
オ
ア
フ
島
に
転
勤
し
た
刀
根
卓
代
）
12
（

か

ら
「
池
田
弘
子
を
よ
く
知
っ
て
い
る
方
が
い
る
が
、
何
か
聞
い
て
み
た
い
こ

と
は
な
い
か
」
と
電
話
が
あ
っ
た
。
関
敬
吾
の
「
カ
ン
ダ
ラ
」
の
言
葉
を
思

い
出
し
た
。「
ラ
イ
オ
ン
伝
説
こ
こ
に
あ
り
」
の
迫
力
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

池
田
弘
子
は
柳
田
国
男
が
選
ん
で
『
日
本
昔
話
名
彙
』
の
基
礎
作
業
の

た
め
に
日
本
放
送
協
会
に
現
在
で
言
う
と
こ
ろ
の
ア
ル
バ
イ
ト
で
送
り
込

ん
だ
女
性
グ
ル
ー
プ
の
中
の
一
人
で
あ
っ
た
。
関
敬
吾
は
東
京
帝
国
大
学

司
書
を
辞
職
し
て
、柳
田
国
男
の
命
令
で
日
本
放
送
協
会
嘱
託
と
し
て
「
日
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本
昔
話
名
彙
」「
日
本
伝
説
名
彙
」
の
基
礎
的
な
資
料
収
集
を
始
め
た
。
そ

の
指
揮
の
元
に
カ
ー
ド
作
り
が
始
め
ら
れ
た
。
そ
の
仕
事
は
池
田
弘
子
、

石
原
綏
代
、
丸
山
久
子
ほ
か
女
性
民
俗
学
研
究
会
の
何
人
か
が
カ
ー
ド
記

入
を
し
て
い
た
。
そ
の
昔
話
の
刺
激
を
受
け
た
池
田
弘
子
が
ア
メ
リ
カ
に

留
学
、
ス
テ
ィ
ス
・
ト
ン
プ
ソ
ン
に
師
事
、
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
大
学
で
博
士

号
を
取
得
し
た
。
そ
れ
に
対
し
て
関
は
「
ア
メ
リ
カ
大
学
で
は
一
つ
の
分

類
案
に
し
た
が
っ
て
、
昔
話
を
分
類
す
る
だ
け
で
ド
ク
タ
ー
が
も
ら
え
る

も
の
か
と
感
心
す
る
と
同
時
に
驚
い
た
。
自
分
の
著
作
が
無
断
で
使
わ
れ

て
い
た
こ
と
は
外
国
人
に
よ
っ
て
知
ら
さ
れ
た
」
と
記
す
。
そ
の
池
田
弘

子
に
つ
い
て
記
憶
を
辿
る
時
、「
ラ
イ
オ
ン
伝
説
」
が
よ
み
が
え
る
。
烈
火

の
如
く
怒
り
を
顕
に
さ
れ
た
の
は
次
の
記
載
で
あ
っ
た
。

「
F
F
C　

2
0
9
に
関
敬
吾
に
断
わ
り
も
無
く
「A Type and　

M
otif 

Index of Japanese Folk-Lierature  by H
iroko Ikeda H

elsinki 
1971

」
と
こ
ろ
で
関
敬
吾
が
初
め
て
F
F
C
誌
を
知
っ
た
の
は
東
京
帝
国
大
学

図
書
館
に
あ
っ
た
、
関
東
震
災
復
興
の
た
め
に
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
政
府
か
ら
寄

贈
さ
れ
た
図
書
の
な
か
に
F
F
C
（-lore Few

llow
s  Com

m
uncationns 

N
o 1

―50

）
と
い
う
震
災
の
年
の
刊
行
物
が
あ
り
、
ア
ー
ル
ネ
の
「
メ
ル
ヘ

ン
・
タ
イ
プ
目
録
」
を
見
た
時
で
あ
っ
た
と
い
う
。
早
速
東
京
帝
国
大
学
が

取
り
寄
せ
た
。
世
界
情
報
に
敏
感
な
学
問
の
先
覚
者
と
し
て
の
自
負
が
強
く

関
敬
吾
の
学
問
を
支
え
た
分
類
理
論
に
対
し
て
、
池
田
問
題
は
そ
の
自
負
の

根
源
に
も
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
池
田
弘
子
が
、
日
本
民
俗
学
会
の

一
九
七
五
年
「
柳
田
国
男
生
誕
百
年
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
参
加
し
、
ア
メ
リ

カ
人
と
し
て
ス
ピ
ー
チ
を
し
た
。「
あ
れ
は
間
違
っ
て
い
る
」
と
池
田
の
「
昔

話
と
伝
説
定
義
・
分
類
は
国
に
よ
っ
て
性
質
の
ず
れ
が
生
じ
る
。
柳
田
に
お

け
る
そ
れ
ら
の
研
究
が
な
か
っ
た
ら
、
日
本
民
衆
史
は
手
掛
り
を
失
っ
て
い

た
。
民
族
は
動
か
な
く
と
も
文
化
は
動
く
」
の
発
言
に
反
応
し
て
い
た
。
そ

の
折
の
カ
ン
ダ
ラ
池
田
弘
子
に
対
す
る
「
ラ
イ
オ
ン
の
怒
り
」
の
記
憶
は
い

つ
ま
で
も
私
の
脳
裏
か
ら
消
え
な
い
。

三
、
折
口
信
夫
と
の
交
わ
り

「
父
・
関
敬
吾
が
若
い
こ
ろ
折
口
信
夫
に
師
事
し
ま
し
て
、
そ
の
と
き
戴

い
た
名
前
だ
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。」
東
京
学
芸
大
学
の
講
演
で
御
子
息
が

「
信
夫
」
と
い
う
ご
自
身
の
名
前
由
来
に
つ
い
て
話
し
て
い
る
。
折
口
信
夫

に
関
敬
吾
が
師
事
し
た
こ
と
は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
御
子
息
は

昭
和
十
四
年
生
ま
れ
で
あ
る
。
或
る
日
、
私
が
出
羽
地
方
の
出
身
だ
か
ら

と
、「
出
羽
の
作
品
が
載
っ
て
い
る
か
ら
」
と
、
折
口
信
夫
か
ら
贈
ら
れ
た

『
水
の
上
』（
一
九
四
八　

好
學
社
）
を
頂
い
た
。
私
は
「
折
口
信
夫
と
関

敬
吾
が
親
し
か
っ
た
事
実
」
そ
の
意
外
性
に
驚
い
た
も
の
で
あ
る
。

し
か
し
関
敬
吾
の
書
斎
に
は
折
口
信
夫
か
ら
贈
ら
れ
た
書
物
が
並
ん
で

い
た
。
そ
の
出
会
い
に
つ
い
て
は
「
柳
田
先
生
の
書
斎
で
カ
ー
ド
を
写
さ

せ
て
頂
い
て
夜
に
な
り
、
帰
ろ
う
と
し
た
ら
来
客
が
あ
っ
て
、
声
を
か
け

ら
れ
た
。
そ
の
人
物
が
折
口
信
夫
さ
ん
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
「
桃
太
郎
誕

生
」
の
講
演
会
で
も
会
っ
た
。
初
対
面
の
そ
の
時
は
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主

義
の
こ
と
を
聞
か
れ
た
と
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
時
は
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
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ル
の
新
ロ
マ
ン
主
義
の
こ
と
、
作
品
「
痴
人
と
死
」
を
読
ん
で
い
た
し
、

大
学
教
授
と
名
を
連
ね
て
「
ホ
フ
マ
ン
ス
タ
ー
ル
の
人
物
研
究
」
を
論
文

集
に
書
い
て
い
た
の
で
、
そ
の
話
を
し
た
。
折
口
信
夫
さ
ん
は
（
ホ
フ
マ

ン
ス
タ
ー
ル
に
つ
い
て
、
息
子
が
自
殺
し
て
葬
儀
の
最
中
に
脳
卒
中
で
倒

れ
亡
く
な
っ
た
話
）
に
た
い
そ
う
興
味
を
も
っ
た
様
子
で
あ
っ
た
。
そ
れ

か
ら
会
え
ば
話
を
す
る
よ
う
に
な
っ
て
、
本
を
頂
く
よ
う
に
な
っ
た
。「
旅

と
伝
説
」
で
名
前
だ
け
は
知
っ
て
い
た
が
、
読
ん
で
い
な
か
っ
た
」
と
い

う
記
憶
を
辿
っ
て
い
る
。

國
學
院
大
學
文
學
第
一
研
究
室
に
は
折
口
信
夫
の
大
き
な
写
真
が
飾
っ
て

あ
っ
た
。
師
（
臼
田
甚
五
郎
）
は
「
柳
田
の
学
問
を
父
と
し
折
口
の
学
問
を

母
と
し
て
い
る
」
が
口
癖
で
あ
っ
た
。
共
に
「
実
感
実
証
」
が
学
問
の
道
と

教
え
が
あ
っ
た
。
そ
の
折
口
信
夫
と
関
敬
吾
が
親
し
く
交
わ
っ
た
と
知
り
驚

き
で
あ
っ
た
が
、
初
対
面
が
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
主
義
の
話
と
知
り
思
い
当
た

る
こ
と
が
一
つ
だ
け
あ
っ
た
。
も
し
か
し
て
、
芳
賀
矢
一
の
事
で
は
な
い
か
。

國
學
院
大
学
校
歌
の
作
詞
者
・
芳
賀
矢
一
は
ド
イ
ツ
に
留
学
し
て
い
る
。
そ

の
芳
賀
矢
一
の
「
文
献
学
」
批
判
者
と
し
て
の
折
口
信
夫
に
つ
い
て
は
在
学

中
に
耳
に
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
折
口
信
夫
に
と
っ
て
ホ
フ
マ
ン
ス

タ
ー
ル
の
研
究
を
し
て
い
た
関
敬
吾
と
の
会
話
は
意
味
深
い
の
で
あ
っ
た
に

違
い
な
い
。
関
敬
吾
は
読
ん
だ
ば
か
り
の
ヘ
ル
ダ
ー
や
ド
イ
ツ
ロ
マ
ン
派
と

交
流
し
た
グ
リ
ム
の
話
を
し
た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
た
。

私
が
師
（
臼
田
甚
五
郎
）
の
導
き
で
知
る
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
、
芳
賀
矢

一
は
「
国
学
」
に
つ
い
て
ド
イ
ツ
で
学
ん
だ
「
文
献
学
」
が
そ
れ
に
該
当

す
る
と
い
う
見
解
を
も
ち
、
日
本
の
新
国
学
の
復
興
を
待
ち
望
ん
だ
と
い

う
。
そ
し
て
『
国
民
性
十
論
』
を
出
版
し
た
。

そ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
斎
藤
英
喜
著
『
折
口
信
夫
』
が
指
摘
す
る
「
芳

賀
矢
一
が
ド
イ
ツ
で
文
献
学
に
傾
倒
し
た
の
は
、
ド
イ
ツ
・
ロ
マ
ン
派
す

な
わ
ち
ゲ
ル
マ
ン
民
族
の
独
自
性
を
強
調
し
た
事
と
不
可
分
に
あ
る
。「
国

学
」
は
日
本
民
族
の
独
自
性
を
強
調
す
る
学
問
に
ほ
か
な
ら
な
い）

13
（

」
と
い

う
見
解
で
あ
る
。「
古
代
人
の
思
考
の
基
礎
」
で
折
口
信
夫
は
そ
の
芳
賀
矢

一
『
国
民
性
十
論
』
批
判
を
書
い
て
い
る
。

「
芳
賀
先
生
の
「
国
民
性
十
論
」
以
来
、
日
本
の
国
民
性
と
言
へ
ば
、
よ

い
処
ば
か
り
を
並
べ
て
ゐ
る
が
、
事
実
は
よ
い
事
の
み
で
は
な
い
。
も
っ

と
根
本
に
遡
っ
て
、
国
民
性
の
起
っ
て
来
る
周
囲
の
法
則
、
民
族
性
の
論

理
、
即
、
古
代
理
論
の
立
て
方
を
究
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い）

14
（

。」

藤
田
徳
太
郎
の
弟
子
で
あ
っ
た
師
（
臼
田
甚
五
郎
）
も
、
古
代
理
論
に

心
寄
せ
つ
つ
ド
イ
ツ
の
学
問
情
報
に
関
心
を
も
っ
て
聞
い
た
そ
う
で
あ
る
。

木
曜
会
の
写
真
に
は
関
敬
吾
と
並
ん
だ
師
の
姿
が
あ
る
。
折
口
信
夫
が
関

敬
吾
へ
接
蝕
し
た
底
流
に
国
文
学
者
ら
し
い
、
ド
イ
ツ
へ
の
関
心
の
高
さ

が
あ
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。

関
敬
吾
が
「
ラ
イ
オ
ン
伝
説
」
の
主
に
な
る
僅
か
前
に
、
忘
れ
ら
れ
な

い
思
い
出
が
あ
っ
た
。
関
敬
吾
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
思
い
出
す
た
び
に
心

が
震
え
る
よ
う
な
、
甘
や
か
な
記
憶
で
あ
る
と
い
う
。
息
子
に
信
夫
の
名

前
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、
折
口
信
夫
の
愛
息
戦
死
の
報
に
は
特
別
な
も

の
が
あ
っ
た
。
あ
る
日
、
柳
田
国
男
が
折
口
信
夫
と
の
対
談
を
話
題
に
し

た
。
そ
れ
は
何
と
も
心
和
む
も
の
で
あ
っ
た
。
昭
和
二
十
四
年
の
春
、
関
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敬
吾
は
柳
田
国
男
と
折
口
信
夫
の
対
談
の
世
話
を
し
た
と
い
う
。
硫
黄
島

で
愛
息
を
亡
く
さ
れ
た
折
口
信
夫
を
慰
め
る
柳
田
企
画
で
あ
っ
た
の
で
、

深
い
気
持
ち
で
お
悔
み
を
申
し
上
げ
た
。
折
口
信
夫
に
国
文
学
を
学
び
な

が
ら
関
敬
吾
が
知
る
限
り
の
外
国
民
族
情
報
を
伝
え
る
交
流
は
柳
田
国
男

に
は
内
密
に
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
既
に
承
知
で
あ
っ
た
よ
う
で
驚
い
た

そ
う
で
あ
る
。
民
俗
学
会
講
演
事
件
か
ら
関
敬
吾
は
岡
正
雄
、
牧
野
英
な

ど
の
民
族
学
会
に
所
属
す
る
よ
う
に
な
り
、
折
口
信
夫
と
の
交
流
も
気
遣

う
こ
と
も
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
ア
メ
リ
カ
情
報
に
つ
い
て
話
し
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
か
ら
折
口
信
夫
遺
稿
「
民
族
史
観
に
お
け
る
他
界
観
念
」
は
「
関

敬
吾
伝
説
」
的
に
は
誠
に
意
味
深
い
も
の
に
違
い
な
い
。
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